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研究成果の概要（和文）：本研究では次のことが明らかとなった。（1）1946年に開始した神戸市の「方面教
育」は、青少年の「不良化」防止を機に誕生した学校教師を中心とする校外教育であり、1950年代には長期欠席
生徒の「救済」や安全教育へと活動領域を拡げていった。60年度からは、とくに被差別部落の子どもの長期欠席
問題に対応するため、訪問教師制度が新たにスタートした。（2）千葉県の沿岸漁業地域では、1950年代に子ど
もの長期欠席問題が深刻化した。主に中学校において長欠対策教員や補導学級が設けられ、長期欠席生徒の家庭
訪問や学習指導などが行われた。

研究成果の概要（英文）：The findings of this study are as follows: (1) Kobe City's out-of-school 
education system known as homen kyoiku program, begun in 1946, was formed in response to growing 
juvenile delinquency in which school teachers took on the responsibility to address the problem. In 
the 1950s, the program's sphere of activity expanded to save long-term absent students as well as 
safety education. In the 1960s, the visiting teacher system was begun in Kobe City to help solve the
 problem of long-term school absence surrounding students particularly in discriminated communities.
 （2）In the coastal fishery regions in Chiba Prefecture,the problem of long-term school absence 
became more serious in the 1950s. The teacher system and special classes for long-term absent 
students were instituted in mainly junior high schools, then visiting homes and guidance of learning
 was conducted for those students.

研究分野： 近現代日本教育史
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１．研究開始当初の背景 
(1)戦後初期の日本の教育の歴史については、
戦後教育改革や占領期教育史に関する研究
の蓄積が数多くある。一方では、教育基本法
や 6・3 制をはじめ、主として教育の理念や
学校制度改革にかかわる基礎的研究が進め
られ、このような改革を経て構築された戦後
民主教育が 1950 年代以降に「逆コース」「反
動化」のなかで変質していったとする歴史叙
述がなされてきた。他方では、こうした通説
的な歴史叙述の捉えなおしが図られ、文部省
vs.日教組の対立構図や、国家政策の「反動化」
への抵抗勢力としての教育労働運動の位置
づけなど、保革対立の二元的図式を再検討し、
戦後教育の新たな歴史像を構築する試みが
なされつつある（森田尚人・今井康雄・森田
伸子『教育と政治―戦後教育史を読みなおす
―』勁草書房、2003 年。小山静子・菅井凰
展・山口和宏編『戦後公教育の成立―京都に
おける中等教育―』世織書房、2005 年など）。 
もちろん、戦後教育改革や戦後教育の捉え

方をめぐる問題へのアプローチは、それ自体、
論争的であり重要な課題である。しかし、こ
のような研究動向がみられる一方で、そもそ
も教育の営みにおいて主役であるべき子ど
もや青少年が敗戦後どのような状況に置か
れていたのか、すなわち、戦後初期の子ども
や青少年を取り巻く社会・生活・文化とのか
かわりにおいて、当時どのような諸問題が生
起していたのかを捉えた研究は、いまだ立ち
遅れているのが現状である。 

1977 年刊行の『日本子どもの歴史』（全 7 
巻）は、＜子ども＞の歴史についてはこれま
でほとんど見るべきものがないとし、「＜子
ども＞という社会的存在がどのように取り
扱われ、またどのように生きてきたかを、基
礎的生活・学習・遊び・児童観などにわたっ
て総合的に把握すること」をねらいとした。
筆者もまた、本書の視点に基本的に同意する
ものであるが、この 30 年以上前の指摘にも
かかわらず、敗戦後に子どもや青少年がどう
育てられ、どのように生きてきたのかを意識
的に主題化したのは、中野光『戦後の子ども
史』（金子書房、1988 年）や、戦争孤児・浮
浪児に関する研究（逸見勝亮 1994・2007）
を除いては、ほとんど確認できない。 
 
(2) 筆者はこれまで、戦前・戦中の日本にお
ける青少年の逸脱をめぐる教育の歴史的事
象を主な研究対象としてきた。近年は研究対
象を戦後史にまで拡げ、敗戦直後の政策サイ
ドにおける「青少年問題」への取り組みを文
部省の動向に注目して明らかにした。こうし
たなかで、課題として浮かび上がってきたの
は、第一に、子どもや青少年の非行・逸脱の
問題にのみ関心を集中させていては、戦後初
期の重層化・複雑化した子ども・青少年をめ
ぐる諸問題の様態を十全に捉えることがで
きないこと、第二に、国や政策サイドが敗戦
直後、「青少年問題」に必ずしも有効な手立

てを講じえなかったことを踏まえるならば、
政府の動きだけでなく、各地域の動きを追う
こと、さらに先進的な地域の取り組みへの着
眼が不可欠であることであった。このような
課題意識から、本研究では、①非行・逸脱問
題、②長期欠席・不就学問題、③年少労働問
題などがそれぞれ複合的に立ち現れる場面
や事象を選定し、検討を進めることにした。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、敗戦後の荒廃のなかに生きた
子どもや青少年の生身の姿を捉え、彼・彼女
たちの生活現実と相即不離なものとしてあ
った諸課題とは何であったのか、そうした課
題に教育関係者はいかに対峙し、肉迫し、応
えようとしたのかを解明し、「子ども・青少
年を取り巻く諸問題」または「青少年（教育）
問題」の歴史として総体的に描き出すことを
ねらいとする。なかでも、戦後初期の子ども
や青少年をめぐる社会・生活・文化と密接な
かかわりのあった上述の諸問題―①非行・逸
脱問題、②長期欠席・不就学問題、③年少労
働問題―に主として着目する。 
これらの問題は、上述の『日本子どもの歴

史』や『戦後の子ども史』等でも扱われてい
ないか、概要のみ触れられるにとどまり、未
解明な部分が多い。もっとも、②長期欠席・
不就学問題については、古くは戦後初期の夜
間中学校の研究に始まり、近年では、高知県
の福祉教員の取り組みを扱った研究（倉石一
郎 2005・2007）、東京・山谷地区の簡易宿泊
所地域の実践を取り上げた研究（小林正泰
2006）、福岡県・筑豊地域の長欠・不就学児
教育に焦点を当てた研究（農中至 2010）な
どが発表されている。しかしながら、長欠と
いう個別の問題史としてのみならず、①や③
など他の諸問題との重層的な構造を視野に
入れつつ、戦後初期の子ども・青少年を取り
巻く教育問題という、より総体的な枠組みに
おいて歴史叙述がなされる必要がある。 
 
(2) 本研究は、4 年間の中で以下の 2 点につ
いて事例研究を行うことを目的とする。 
 
①神戸の子どもたちの「方面教育」… 校外
教育の歴史研究（都市の事例） 
敗戦後まもない 1946 年 5 月、青少年の不

良化が社会問題となるなかで、神戸市の校園
外教育として誕生した「方面教育」の歴史的
展開を明らかにする。神戸市の学務課、市教
育委員会、学校教師などが、都市に生きる子
どもたちを対象に、安全教育、「問題児童生
徒」の指導、長期欠席・不就学児の「救済」
等にいかに取り組んだのかを明らかにする。 
 

②千葉県銚子市・九十九里浜沿岸の子どもた
ちの労働と教育… 年少労働と長欠問題の歴
史研究（村の事例） 
1950 年代の千葉県銚子市や九十九里浜沿

岸の子どもたちの教育・労働問題を明らかに



する。幼少からイワシ漁などに従事し、長
欠・不就学となって「不良化」が懸念されて
もいた漁村の子どもの就学保障のために、教
育関係者がどこに問題を見出し、いかなる対
応をしたのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、神戸市と千葉県銚子市・九十九

里浜沿岸を対象とした地域の事例研究を二
本柱とする。平成 25 年度は、戦後初期の子
ども・青少年を取り巻く諸問題に関する基礎
文献を収集しつつ、神戸市方面教育の結成と
その機構整備に関する資料を現地で調査・収
集する。平成 26 年度は、神戸市内の小学校
を対象に、方面教育の活動実態に関する資料
調査・収集および関係者への聞き取り調査を
行う。平成 27 年度は、銚子市や九十九里浜
の漁業と生活、就労の実態を調査しつつ、短
編ドキュメンタリー映画『九十九里浜の子供
たち』の舞台ともなった、銚子市立第二中学
校等を訪問し、長期欠席の子どもに対する学
校の取り組み、「補導学級」の実践について
調査を行う。平成 28 年度は、千葉県の長期
欠席問題にかかわって当時を知る関係者の
方々に聞き取り調査を実施する。 
 
４．研究成果 
(1) 敗戦後まもない 1946 年 5 月、港都・神
戸市の新たな校外教育として誕生した「方面
教育」の 1950 年代までの歴史を追った。草
創期の神戸市方面教育が、児童・生徒の自主
的行動の実践指導という教育理念のもと、戦
前における「べからず式」の神戸保導聯盟の
活動との連続性を持たざるを得なかったこ
と、また 50 年代に入ると、活動当初にみら
れた青少年の不良化防止のみならず、子ども
の長期欠席・不就学問題への対応や（交通）
安全教育などに方面教育の重点課題がシフ
トしていったことを明らかにした。本成果は、
神戸史学会『歴史と神戸』に論文として掲載
された。 
 
(2) 敗戦後に神戸市で開始した「方面教育」
と、その後の「訪問教師」制度の展開に着目
し、長期欠席・不就学問題への学校や教育委
員会の取り組みの一端を解明した。とくに、
子どもの「教育を受ける権利を守る」という
理念に基づき、被差別部落の子どもを中心と
した長期欠席・不就学問題に対応した訪問教
師の活動の可能性と限界、すなわち、方面教
育から訪問教師制度への展開過程には、子ど
もが置かれた非人間的な生活現実を直視し、
既存の学校や教師の価値観を相対化してい
く一定の可能性があったこと、しかしながら
「同和」問題の解決に課題を残したことを明
らかにした。本成果は、教育史学会『日本の
教育史学』に論文として掲載された。 
 
(3) 神戸市の方面教育活動において 1950 年
代後半から 60 年代にかけて活発化していく

交通安全指導の歴史を検討した。高度成長期
における都市部の交通量の増大と自動車類
の大衆的普及にともない、神戸市では交通事
故問題が深刻化した（→図 1 神戸市の交通
事故件数と死傷者数の推移）。そうしたなか
で、神戸市の方面教育を通じた子どもの交通
安全指導の取り組みはいかなる性格をもっ
ていたのか、またそこにはいかなる課題が見
いだせるのかを明らかにした。本成果につい
ては、現在、論文執筆中である。 

 
 (4) 千葉県の銚子市および九十九里浜沿岸
の漁業地域における 1950 年代の長期欠席問
題や米軍基地問題の歴史について検討した。
千葉県では子どもの長期欠席問題に対応す
るため、県教育委員会が「長欠対策教員」な
どを設置（→図 2 長欠対策教員・基地対策
教員配置校）、県内の海岸地区の学校に設け
た「補導学級」を担当させることとした。市
教育委員会の中には独自に長欠対策のため
の教員を設けるところもあった。また、九十
九里浜沿岸では米軍基地問題の影響により、
基地周辺ではさまざまな教育問題（長期欠席
問題を含む）が生じていた。こうした諸問題
に学校関係者がいかに対峙したのかを本研
究では追究した。本成果については、今後、
学会発表を経て、共著を出版する予定がある。 
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